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(57)【要約】
【課題】内視鏡挿入部先端部内の限られた空間に、撮像
素子に係る信号ケーブルまたは電子部品等を適切に配置
可能とする。
【解決手段】第１回路基板５１から水平に延設された第
２回路基板５２の基板表面上において、ランド幅の太さ
が太い順に幅方向に列設された第１ランド群７１と、第
１ランド群７１の後列においてランド幅の太さが細い順
に幅方向に列設された第２ランド群７２と、ケーブル外
径が大きい順に前記第１ランド群７１の複数のランドに
半田接続された第１信号ケーブル群６１と、ケーブル外
径が小さい順に前記第２ランド群７２の複数のランドに
半田接続された第２信号ケーブル群６２と、を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に撮像素子を実装可能とした回路基板と、
　前記回路基板表面上における先端面側の領域において、当該回路基板の基端側後方に向
けて延出する方向を軸方向とする際に当該軸方向に対して直交する幅方向に向けて列設さ
れた、ランド幅の太さがそれぞれ異なる複数のランドにより構成される第１ランド群と、
　前記回路基板表面上における、前記第１ランド群の後列側の領域において、前記軸方向
に対して直交する幅方向に向けて列設された、ランド幅の太さがそれぞれ異なる複数のラ
ンドにより構成される第２ランド群と、
　を備え、
　前記第１ランド群を構成する複数のランドは、前記回路基板表面の一側方から他側方に
向けてランド幅が太い順に列設され、
　前記第２ランド群を構成する複数のランドは、前記回路基板表面の一側方から他側方に
向けてランド幅が細い順に列設された
　ことを特徴とする回路基板ユニット。
【請求項２】
　前記第１ランド群におけるそれぞれのランドと半田接続され、前記軸方向に対する垂直
方向の大きさがそれぞれ異なる複数の電子部材を含んで構成された第１電子部材群と、
　前記第２ランド群におけるそれぞれのランドと半田接続され、前記軸方向に対する垂直
方向の大きさがそれぞれ異なる複数の電子部材を含んで構成された第２電子部材群と、
　をさらに備え、
　前記第１電子部材群における前記複数の電子部材は、前記回路基板表面の一側方から他
側方に向けて前記軸方向に対する垂直方向の大きさが大きい順に配置されると共に、対向
する前記第１ランド群を構成する複数のランドに接続され、
　前記第２電子部材群における前記複数の電子部材は、前記回路基板表面の一側方から他
側方に向けて前記軸方向に対する垂直方向の大きさが小さい順に配置されると共に、対向
する前記第２ランド群を構成する複数のランドに接続される
　ことを特徴とする回路基板ユニット。
【請求項３】
　前記回路基板は、表面に撮像素子を実装可能とし垂直方向に延設されて配置される第１
回路基板部と、複数の板状基板が積層されて構成された回路基板部であって、積層方向が
直交するように先端面が前記第１回路基板部の裏面に当接して接続されると共に、当該先
端面から基端側後方に向けて水平方向に延設される第２回路基板部と、を有し、
　前記第１ランド群は、前記第２回路基板部の表面上における、前記先端面側の領域にお
いて、前記基端側後方に向けて延出する方向を軸方向とする際に当該軸方向に対して直交
する幅方向に向けて列設された、ランド幅の太さがそれぞれ異なる複数のランドにより構
成されると共に、前記第１ランド群を構成する複数のランドは、前記第２回路基板部の表
面の一側方から他側方に向けてランド幅が太い順に列設され、
　前記第２ランド群は、前記第２回路基板部の表面上における、前記第１ランド群の後列
側の領域において、前記軸方向に対して直交する幅方向に向けて列設された、ランド幅の
太さがそれぞれ異なる複数のランドにより構成される共に、前記第２ランド群を構成する
複数のランドは、前記第２回路基板部の表面の一側方から他側方に向けてランド幅が細い
順に列設され、
　前記第１電子部材群における前記複数の電子部材は、前記第２回路基板部の一側方から
他側方に向けて前記軸方向に対する垂直方向の大きさが大きい順に配置されると共に、対
向する前記第１ランド群を構成する複数のランドに接続され、
　前記第２電子部材群における前記複数の電子部材は、前記第２回路基板部の表面の一側
方から他側方に向けて前記軸方向に対する垂直方向の大きさが小さい順に配置されると共
に、対向する前記第２ランド群を構成する複数のランドに接続される
　ことを特徴とする請求項２に記載の回路基板ユニット。
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【請求項４】
　前記第１電子部材群における前記複数の電子部材は、前記回路基板表面の一側方から他
側方に向けて外径が大きい順に配置されると共に、前記回路基板表面の一側方から他側方
に向けてランド幅が太い順に列設された前記第１ランド群における対向する前記ランドに
それぞれ接続され、前記軸方向の後方に向けて延出する第１信号ケーブル群として構成さ
れ、
　前記第２電子部材群における前記複数の電子部材は、前記回路基板表面の一側方から他
側方に向けて外径が小さい順に配置されると共に、前記回路基板表面の一側方から他側方
に向けてランド幅が細い順に列設された前記第２ランド群における対向する前記ランドに
それぞれ接続され、前記軸方向の後方に向けて延出する第２信号ケーブル群として構成さ
れる
　ことを特徴とする請求項２に記載の回路基板ユニット。
【請求項５】
　前記第１電子部材群における前記複数の電子部材は、前記回路基板表面の一側方から他
側方に向けて外径が大きい順に配置されると共に、先端部が、前記回路基板表面の一側方
から他側方に向けてランド幅が太い順に列設された前記第１ランド群における対向する前
記ランドにそれぞれ半田接続され、前記軸方向の後方に向けて延出する信号ケーブル群と
して構成され、
　前記第２電子部材群における前記複数の電子部材は、前記回路基板表面の一側方から他
側方に向けて前記軸方向に対する垂直方向の高さ小さい順に配置されると共に、前記回路
基板表面の一側方から他側方に向けてランド幅が細い順に列設された前記第２ランド群に
おける対向する前記ランドにそれぞれ半田接続される電子部品群として構成される
　ことを特徴とする請求項２に記載の回路基板ユニット。
【請求項６】
　前記電子部品は、イメージセンサ、トランジスタ、チップコンデンサ、チップ抵抗また
はＩＣにより構成される
　ことを特徴とする請求項５に記載の回路基板ユニット。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれか一項に記載の回路基板ユニットと、
　前記回路基板に実装される撮像素子と、
　を具備したことを特徴とする撮像装置。
【請求項８】
　被検体に挿入するために挿入部と、
　前記挿入部内に配設した請求項７に記載の撮像装置と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回路基板ユニット、撮像装置および内視鏡に関し、特に、内視鏡の挿入部先
端部に配設される撮像素子に接続される回路基板ユニット、当該回路基板ユニットを用い
た撮像装置および当該撮像装置を用いた内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の挿入部に関してはさらなる細径化が求められ、そのため内視鏡の挿入部
先端部に配設される撮像素子についても小型化が進められている。さらに、撮像素子の小
型化に伴い、当該撮像素子を用いた撮像ユニットについてもより小型化することが求めら
れるようになっている。
【０００３】
　一方で、撮像素子の高機能化に伴い、当該撮像素子に接続される回路基板ユニットに搭
載される電子部品または信号ケーブルの役割については多様化してきており、またこれに
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より、当該電子部品もしくは信号ケーブル自体の大きさ、太さ、またはその配設数に関し
ても様々なバリエーションが存在するに至っている。
【０００４】
　ここで、上述したように細径化しつつある内視鏡挿入部、特にその先端部において、比
較的大きな電子部品または太い信号ケーブルが重なりあうと、内視鏡の挿入部先端部内の
限られた空間、すなわち、挿入部先端部に配設された撮像素子の投影面積内等に収まりき
らなくなる虞が生じる。
【０００５】
　一方で、細径化される内視鏡挿入部先端部のケーシング内にこれらの信号ケーブルおよ
び当該信号ケーブルが接続される基板上のランド等を効率よく配設するための技術として
、例えば、特開２０１１－２４９８７０号公報（特許文献１）には、コンデンサ等を含む
電子部品を千鳥配置した技術が示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－２４９８７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、電子部品を千鳥配置する特許文献１に記載は、当該電子部品等を配置す
る基板上のランド間の間隔が一定程度離間している場合は理にかなうものであるが、撮像
素子の小型化に伴い回路基板の小型化をより一層進めた場合、すなわち、ランド間隔（特
に、幅方向の間隔）をさらに近づけた場合、以下に示すような問題が生じる。
【０００８】
　すなわち、特許文献１に記載の技術では、基板上のランドの配置位置に関して、相対的
に太い信号ケーブルが配設されることについては特段考慮されていないため、例えば、相
対的に太い信号ケーブルを挿入部長軸方向に縦列して配設せざるを得ない場合も生じ、こ
の場合、太い信号ケーブル同士が当該軸の垂直方向に重なる部分が生じ、挿入部先端部に
配設された撮像素子の投影面積内等に収まりきらなくなる虞が生じることとなる。
【０００９】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡挿入部先端部内の限られた空
間に、撮像素子に係る信号ケーブルまたは電子部品等を適切に配置可能とする回路基板ユ
ニット、撮像装置および内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様による回路基板ユニットは、表面に撮像素子を実装可能とした回路基板
と、前記回路基板表面上における先端面側の領域において、当該回路基板の基端側後方に
向けて延出する方向を軸方向とする際に当該軸方向に対して直交する幅方向に向けて列設
された、ランド幅の太さがそれぞれ異なる複数のランドにより構成される第１ランド群と
、前記回路基板表面上における、前記第１ランド群の後列側の領域において、前記軸方向
に対して直交する幅方向に向けて列設された、ランド幅の太さがそれぞれ異なる複数のラ
ンドにより構成される第２ランド群と、を備え、前記第１ランド群を構成する複数のラン
ドは、前記回路基板表面の一側方から他側方に向けてランド幅が太い順に列設され、前記
第２ランド群を構成する複数のランドは、前記回路基板表面の一側方から他側方に向けて
ランド幅が細い順に列設される。
【００１１】
　本発明の一態様による撮像装置は、前記回路基板ユニットと、前記回路基板に実装され
る撮像素子と、を具備する。
【００１２】
　本発明の一態様による内視鏡は、被検体に挿入するために挿入部と、前記挿入部内に配
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設した前記撮像装置と、を具備する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、内視鏡挿入部先端部内の限られた空間に、撮像素子に係る信号ケーブ
ルまたは電子部品等を適切に配置可能とする回路基板ユニット、撮像装置および内視鏡を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態に係る内視鏡の概略構成を示した外観斜視図で
ある。
【図２】図２は、第１の実施形態に係る内視鏡における挿入部先端部に配設した撮像装置
およびその周辺部を示した断面図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成について一部を断
面で示した要部拡大図である。
【図４】図４は、第１の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成について回路基板
ユニットの表面側を示した要部拡大図である。
【図５】図５は、第１の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成について回路基板
ユニットを斜め上方から臨んで示した要部拡大斜視図である。
【図６】図６は、第１の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成について回路基板
ユニットの裏面側を示した要部拡大図である。
【図７】図７は、第１の実施形態に係る内視鏡における回路基板ユニットに適用する集合
信号ケーブルの一断面を示した断面図である。
【図８】図８は、第１の実施形態に係る内視鏡における回路基板ユニットに適用する一変
形例に係る集合信号ケーブルの一断面を示した断面図である。
【図９】図９は、従来の内視鏡における回路基板ユニットについて一部を断面で示した要
部拡大図である。
【図１０】図１０は、本発明の第２の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成につ
いて回路基板ユニットの表面側を示した要部拡大図である。
【図１１】図１１は、本発明の第３の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成につ
いて一部を断面で示した要部拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　また、この実施の形態により、この発明が限定されるものではない。さらに、図面の記
載において、同一部分には同一の符号を付している。さらにまた、図面は、模式的なもの
であり、各部材の厚みと幅との関係、各部材の比率等は、現実と異なることに留意する必
要がある。また、図面の相互間においても、互いの寸法や比率が異なる部分が含まれてい
る。
【００１６】
　＜第１の実施形態＞
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る内視鏡の概略構成を示した外観斜視図であり、
図２は、第１の実施形態に係る内視鏡における挿入部先端部に配設した撮像装置およびそ
の周辺部を示した断面図である。
【００１７】
　図１に示すように電子内視鏡（内視鏡）１は、被検体の体腔内に挿入する長尺な挿入部
２と、この挿入部２の基端と連設された操作部３と、操作部３から延出され図示しない光
源装置およびビデオシステムセンター（カメラコントロールユニット、ＣＣＵ）と接続す
る各種ケーブルを内蔵するユニバーサルコード６と、ユニバーサルコード６の基端側に配
設され前記光源装置に接続するライトガイドコネクタ４と、前記ライトガイドコネクタ４
から通信ケーブル７を介して配設され前記ビデオシステムセンターに接続するビデオコネ
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クタ５と、を有して構成されている。
【００１８】
　挿入部２には、主にステンレス等の金属製部材によって構成された先端部１１、湾曲部
１２、及び、ステンレス等の金属管によって構成された硬性管１３が、先端側から順に連
設されている。この挿入部２は体内に挿入する部分となっており、先端部１１には、撮像
ユニット２０（図２参照）が内蔵されている。
【００１９】
　また、湾曲部１２及び硬性管１３の内部には、撮像ユニット２０と電気的に接続する各
種ケーブルを内包する撮像ケーブル束２７（図２参照）、先端部１１に照明光を伝送する
ライトガイドバンドル（不図示）等が挿通されている。
【００２０】
　なお、本実施形態の電子内視鏡１は、湾曲部１２よりも基端側が硬性管１３によって構
成された硬性内鏡を例示しているが、これに限定されることなく、湾曲部１２よりも基端
側が可撓性を備えた可撓管によって構成された軟性内視鏡であっても良い。
【００２１】
　操作部３には、湾曲部１２を遠隔操作するアングルレバー１４及び光源装置、ビデオシ
ステムセンター等を操作するための各種スイッチ１６が備えられている。アングルレバー
１４は、挿入部２の湾曲部１２を、ここでは上下左右の４方向に操作可能な湾曲操作手段
である。なお、湾曲部１２は、上下左右の４方向に湾曲可能な構成に限定されることなく
、例えば、上下のみの２方向に湾曲操作可能な構成としても良い。
【００２２】
　次に、このような電子内視鏡１の先端部１１に内蔵される撮像ユニット２０の構成につ
いて、図２を参照して詳細に説明する。
【００２３】
　図２に示すように、撮像ユニット２５は、対物光学ユニット２１と、この対物光学ユニ
ット２１の基端側に連設された素子枠２２と、この素子枠２２の基端側に連設されたシー
ルド枠２３と、シールド枠２３に外装された熱収縮チューブ２４と、素子枠２２に保持さ
れてシールド枠２３内に収容された撮像装置２５と、シールド枠２３内に充填されて撮像
装置２５を封止する絶縁性の封止樹脂２６と、を有して構成されている。
【００２４】
　対物光学ユニット２１は、例えば、複数の光学レンズ２１ａ及び絞り２１ｂ等の光学部
材と、これら光学レンズ２１ａ及び絞り２１ｂを保持するレンズ枠２１ｃと、を備えて構
成されている。
【００２５】
　素子枠２２は、例えば、ステンレス鋼からなる筒状の部材によって構成されている。こ
の素子枠２２の先端側はレンズ枠２１ｃの基端側に外嵌され、これにより、素子枠２２は
、対物光学ユニット２１の光軸Ｏ上に連設されている。
【００２６】
　シールド枠２３は、例えば、ステンレス製の薄板を折り曲げて形成した略筒状の部材に
よって構成されている。シールド枠２３の先端側は素子枠２２に外嵌され、これにより、
素子枠２２の後方には、撮像装置２５を収容するための収容室２３ａが形成されている。
【００２７】
　＜本実施形態における撮像装置の構成＞
　図３は、第１の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成について一部を断面で示
した要部拡大図であり、図４は、第１の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成に
ついて回路基板ユニットの表面側を示した要部拡大図である。また、図５は、第１の実施
形態に係る内視鏡における撮像装置の構成について回路基板ユニットを斜め上方から臨ん
で示した要部拡大斜視図である。
【００２８】
　撮像装置２５は、撮像素子３０と、この撮像素子３０に対して電気的に接続された回路
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基板ユニット５０と、を有して構成される。
【００２９】
　撮像素子３０は、本実施形態においてはＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semico
nductor）イメージセンサにより構成され、板状を呈するベース部３０ｂと、当該ベース
部３０ｂの前面に配設された略正方形の受光面３０ａと、当該受光面３０ａの前面に貼着
された第１カバーガラス３１とにより構成されている。
【００３０】
　また、前記第１カバーガラス３１には第２カバーガラス３２が重ねて貼着され、当該第
２のカバーガラス３２が素子枠２２の基端側に内嵌されている（図２参照）。これにより
、撮像素子３０は、対物光学ユニット２１の結像位置に保持されている。
【００３１】
　＜本実施形態における回路基板ユニットの構成＞
　回路基板ユニット５０は、前記撮像素子３０を実装可能とする第１回路基板５１と、前
記第１回路基板５１に当接して接続される第２回路基板５２と、第２回路基板５２に形成
された複数のランドにより構成される第１ランド群７１および第２ランド群７２と、前記
第１ランド群７１における複数のランドにそれぞれ半田接続される複数の信号ケーブルに
より構成される第１信号ケーブル群６１と、前記第２ランド群７２における複数のランド
にそれぞれ半田接続される複数の信号ケーブルにより構成される第２信号ケーブル群６２
と、により構成される。
【００３２】
　なお、前記第１回路基板５１と前記第２回路基板５２とは、撮像素子３０を実装する回
路基板として密接に関係するものであり、物理的に別体であっても、また一体化された回
路基板であってもよい。
【００３３】
　ここで前記第１回路基板５１と前記第２回路基板５２とが一体化された回路基板である
場合、撮像素子３０は、当該一体化された回路基板における当該第１回路基板５１に相当
する箇所（第１回路基板部）に実装され、また、前記第１ランド群７１および前記第２ラ
ンド群７２は、当該第２回路基板５２に相当する箇所（第２回路基板部）に形成されるこ
ととなる。
【００３４】
　以下、第１回路基板５１は、前記第１回路基板５１と前記第２回路基板５２とが一体化
された回路基板である場合における上述した第１回路基板部の概念を含み、また、第２回
路基板５２は、同様に上述した第２回路基板部の概念を含むものとする。
【００３５】
　また、回路基板ユニット５０の後方には、前記第１信号ケーブル群６１および第２信号
ケーブル群６２を内設する集合信号ケーブル８０が配設される。この集合信号ケーブル８
０は、挿入部２内を挿通する前記撮像ケーブル束２７の一部を構成する。
【００３６】
　なお、第１信号ケーブル群６１および第２信号ケーブル群６２を構成する信号ケーブル
は、所定の信号または電力等を伝送するものであり、したがって、いずれも回路基板ユニ
ット５０を構成する電子部材としの機能を果たすものと言える（なお、信号ケーブルの構
造については後に詳述する）。
【００３７】
　第１回路基板５１は、複数の薄板状のセラミック基板が、挿入部２に軸方向に対して垂
直方向に積層するように延設されて縦長の略直方体として形成された回路基板であって、
挿入部２の前方（撮像装置２５の前方）を臨む表面に前記撮像素子３０を実装可能とする
。
【００３８】
　第２回路基板５２は、複数の薄板状のセラミック基板（第１回路基板５１におけるセラ
ミック基板に比して相対的大面積の表面を呈する）が積層されて横長の略直方体として形
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成された回路基板であって、積層された積層方向が直交するようにその先端面が前記第１
回路基板５１の裏面に当接して接続される。また、第２回路基板５２は、当該先端面から
基端側後方（挿入部２の基端側後方）に向けて水平方向に延設される。
【００３９】
　第１ランド群７１は、ランド幅の太さがそれぞれ異なる複数のランドにより構成される
。そして第１ランド群７１を構成する複数のランドは、いずれも前記第２回路基板５２の
基板表面５２ａ上における、先端面側（挿入部２の前方側、以下、前列側とも称す）の領
域において、前記基端側後方に向けて延出する方向を軸方向とする際に当該軸方向に対し
て直交する幅方向に向けて列設される。
【００４０】
　具体的に第１ランド群７１を構成する複数のランドは、本実施形態においては、図３、
図４、図５に示すように、相対的にランド幅が太い第１Ａランド７１ａと、ランド幅が細
い第１Ｂランド７１ｂと、で構成される。
【００４１】
　なお、本実施形態においては、第１ランド群７１を構成する複数のランドをランド幅が
異なる２つのランドを例に挙げたが、本発明はこれに限らず、第１ランド群７１は、ラン
ド幅が相対的に太いものから細いものまで順に列設された３つ以上の複数のランドにより
構成されてもよい。
【００４２】
　なお、第１ランド群７１が３つ以上の複数のランドにより構成される際、基本的には、
ランド幅が相対的に太いものから細いものまで順に列設され、すなわち、各ランドのラン
ド幅は互いに異なることとなるが、必ずしもすべてのランド幅が太いものから細いものま
で順に列設される必要はなく、たとえば、列設されるランド群の中には、ランド幅が略同
一のランドが隣接するように配置された箇所があってもよい。
【００４３】
　また、図３、図４、図５において、括弧書きの符号７１は、第１ランド群７１を示し、
符号７１ａは、第１ランド群７１を構成する前記第１Ａランド７１ａを示し、符号７１ｂ
は、同じく第１ランド群７１を構成する前記第１Ｂランド７１ｂを示すものとする。
【００４４】
　ここで、上述したように、前記第１Ａランド７１ａと第１Ｂランド７１ｂとは、そのラ
ンド幅が相対的にそれぞれ“太い”、“細い”関係を有しており、本実施形態においては
、図４に示すように、第２回路基板５２の基板表面５２ａ上において、一側方５３から他
側方５４に向けて、太いランド幅の第１Ａランド７１ａ、細いランド幅の第１Ｂランド７
１ｂの順に列設される。
【００４５】
　一方、第２ランド群７２についても前記第１ランド群７１と同様に、ランド幅の太さが
それぞれ異なる複数のランドにより構成される。そして、第２ランド群７２を構成する複
数のランドは、前記第２回路基板５２の基板表面５２ａ上における、前記第１ランド群７
１の後列側の領域において、前記軸方向に対して直交する幅方向に向けて列設される。
【００４６】
　より具体的に第２ランド群７２を構成する複数のランドは、本実施形態においては、図
３、図４に示すように、相対的にランド幅が細い第２Ａランド７２ａと、ランド幅が太い
第２Ｂランド７２ｂと、で構成される。
【００４７】
　なお、本実施形態においては、第２ランド群７２についても、当該第２ランド群７２を
構成する複数のランドをランド幅が異なる２つのランドを例に挙げたが、本発明はこれに
限らず、第２ランド群７２は、ランド幅が相対的に細いものから太いものまで順に列設さ
れた３つ以上の複数のランドにより構成されてもよい。
【００４８】
　なお、第２ランド群７２についても、上述した第１ランド群７１と同様に、３つ以上の
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複数のランドにより構成される際、列設されるランド群の中には、ランド幅が略同一のラ
ンドが隣接するように配置された箇所があってもよい。
【００４９】
　また、図３、図４、図５において、括弧書きの符号７２は、第２ランド群７２を示し、
符号７２ａは、第２ランド群７２を構成する前記第２Ａランド７２ａを示し、符号７２ｂ
は、同じく第２ランド群７２を構成する前記第２Ｂランド７２ｂを示すものとする。
【００５０】
　ここで、上述したように、前記第２Ａランド７２ａと第２Ｂランド７２ｂとは、そのラ
ンド幅が相対的にそれぞれ“細い”、“太い”関係を有しており（すなわち、前記第１Ａ
ランド７１ａと第１Ｂランド７１ｂとの関係とは逆の関係）、本実施形態においては、図
４に示すように、第２回路基板５２の基板表面５２ａ上において、一側方５３から他側方
５４に向けて、細いランド幅の第２Ａランド７２ａ、太いランド幅の第２Ｂランド７２ｂ
の順に列設される。
【００５１】
　第１信号ケーブル群６１は、外径の大きさが異なる複数の信号ケーブルにより構成され
る。そして第１信号ケーブル群６１を構成する複数の信号ケーブルは、前記第１ランド群
７１における複数のランドにそれぞれ対向した半田接続されるようになっている。
【００５２】
　具体的に第１信号ケーブル群６１における複数の信号ケーブルは、第２回路基板５２の
基板表面５２ａ上の一側方５３から他側方５４に向けて外径が大きい順に配置され、かつ
、前記基板表面５２ａ上の一側方５３から他側方５４に向けてランド幅が太い順に列設さ
れた第１ランド群７１における対向するランドにそれぞれ接続され、前記軸方向の後方に
向けて延出する。
【００５３】
　より具体的には、図３、図４、図５に示すように、第１ランド群７１における第１Ａラ
ンド７１ａには、第１信号ケーブル群６１を構成する第１Ａ信号ケーブル６１ａにおける
導電線（芯線６３ａ）が半田接続され、第１ランド群７１における第１Ｂランド７１ｂに
は、第１信号ケーブル群６１を構成する第１Ｂ信号ケーブル６１ｂにおける導電線（芯線
６３ｂ）が半田接続されるようになっている。
【００５４】
　なお、本実施形態においては、第１信号ケーブル群６１を構成する複数の信号ケーブル
を外径が異なる２つの信号ケーブルを例に挙げたが、上述したように第１ランド群７１が
３つ以上の複数のランドにより構成される場合は、第１信号ケーブル群６１もこれに合わ
せてケーブル外径が相対的に大きいものから小さいものまで順に列設された複数の信号ケ
ーブルにより構成されてもよい。
【００５５】
　またこのとき、前記第１信号ケーブル群６１は、基本的には、ケーブル外径が相対的に
大きいものから小さいものまで順に列設され、すなわち、各ケーブル径は互いに異なるこ
ととなるが、必ずしもすべてのケーブル径が大きいものから小さいものまで順に列設され
る必要はなく、たとえば、列設されるケーブル群の中には、ケーブル径が略同一のケーブ
ルが隣接するように配置された箇所があってもよい。
【００５６】
　また、図３、図４、図５において、上記同様、括弧書きの符号６１は、第１信号ケーブ
ル群６１を示し、符号６１ａは、第１信号ケーブル群６１を構成する前記第１Ａ信号ケー
ブル６１ａを示し、符号６１ｂは、同じく第１信号ケーブル群６１を構成する前記第１Ｂ
信号ケーブル６１ｂを示すものとする。
【００５７】
　ここで、上述したように、前記第１Ａ信号ケーブル６１ａと第１Ｂ信号ケーブル６１ｂ
とは、そのケーブル外径が相対的にそれぞれ“大きい”、“小さい”関係を有している。
そして本実施形態においては図３、図４、図５に示すように、前記第１Ａ信号ケーブル６
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１ａは前記太いランド幅の第１Ａランド７１ａに、前記第１Ｂ信号ケーブル６１ｂは前記
細いランド幅の第１Ｂランド７１ｂに対して、それぞれの導電線（芯線６３ａ、芯線６３
ｂ）が半田接続されるようになっている。
【００５８】
　第２信号ケーブル群６２は、第１信号ケーブル群６１と同様に、外径の大きさが異なる
複数の信号ケーブルにより構成される。そして第２信号ケーブル群６２を構成する複数の
信号ケーブルは、前記第２ランド群７２における複数のランドにそれぞれ半田接続される
ようになっている。
【００５９】
　具体的に第２信号ケーブル群６２における複数の信号ケーブルは、第２回路基板５２の
基板表面５２ａ上の一側方５３から他側方５４に向けて外径が小さい順に配置され、かつ
、前記基板表面５２ａ上の一側方５３から他側方５４に向けてランド幅が細い順に列設さ
れた第２ランド群７２における対向するランドにそれぞれ接続され、前記軸方向の後方に
向けて延出する。
【００６０】
　より具体的には、図３、図４、図５に示すように、第２ランド群７２における第２Ａラ
ンド７２ａには、第２信号ケーブル群６２を構成する第２Ａ信号ケーブル６２ａにおける
導電線（芯線６４ａ）が半田接続され、第２ランド群７２における第２Ｂランド７２ｂに
は、第２信号ケーブル群６２を構成する第２Ｂ信号ケーブル６２ｂにおける導電線（芯線
６４ｂ）が半田接続されるようになっている。
【００６１】
　なお、本実施形態においては、第２信号ケーブル群６２についても、当該第２信号ケー
ブル群６２を構成する複数の信号ケーブルを外径が異なる２つの信号ケーブルを例に挙げ
たが、上記同様に、第２ランド群７２が３つ以上の複数のランドにより構成される場合は
、第２信号ケーブル群６２もこれに合わせて、ケーブル外径が相対的に小さいものから大
きいものまで順に列設された複数の信号ケーブルにより構成されてもよい。
【００６２】
　またこのとき、前記第２信号ケーブル群６２は、上記同様に、基本的には、ケーブル外
径が相対的に大きいものから小さいものまで順に列設され、すなわち、各ケーブル径は互
いに異なることとなるが、列設されるケーブル群の中には、ケーブル径が略同一のケーブ
ルが隣接するように配置された箇所があってもよい。
【００６３】
　また、図３、図４、図５において、括弧書きの符号６２は、第２信号ケーブル群６２を
示し、符号６２ａは、第２信号ケーブル群６２を構成する前記第２Ａ信号ケーブル６２ａ
を示し、符号６２ｂは、同じく第２信号ケーブル群６２を構成する前記第２Ｂ信号ケーブ
ル６２ｂを示すものとする。
【００６４】
　ここで、上述したように、前記第２Ａ信号ケーブル６２ａと第２Ｂ信号ケーブル６２ｂ
とは、そのケーブル外径が相対的にそれぞれ“小さい”、“大きい”関係を有している（
すなわち、前記第１Ａ信号ケーブル６１ａと第１Ｂ信号ケーブル６１ｂとは逆の関係を有
している）。そして本実施形態においては図３、図４、図５に示すように、前記第２Ａ信
号ケーブル６２ａは前記細いランド幅の第２Ａランド７２ａに、前記第２Ｂ信号ケーブル
６２ｂは前記太いランド幅の第２Ｂランド７２ｂに対して、それぞれの導電線（芯線６４
ａ、芯線６４ｂ）が半田接続されるようになっている。
【００６５】
　＜本第１の実施形態における効果の説明＞
　次に、上述した構成をなす本第１の実施形態の効果について説明する。
【００６６】
　本実施形態の効果の説明に先立って、本発明の如き前記第１回路基板５１および第２回
路基板５２と同様な形状を呈する回路基板ユニットにおいて、太い信号ケーブルが配設さ
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れることについて何等考慮しないランド配置例について従来の参考例を示す図９を参照し
て説明する。
【００６７】
　図９は、従来の内視鏡における回路基板ユニットについて一部を断面で示した要部拡大
図である。
【００６８】
　図９に示すように、当該参考例における第２回路基板５２の表面側には、第１ランド２
１１と第２ランド２１２とが軸方向に縦列して配設され、裏面側には、第３ランド２１３
と第４ランド２１４とが軸方向に縦列して配設されているものとする。
【００６９】
　また、相対的に外径が“大きい”第１信号ケーブル２０１と第２信号ケーブル２０２と
が、それぞれ前記第１ランド２１１および第２ランド２１２に接続されると共に軸方向の
後方に延出して縦列に配設され、一方、相対的に外径が“小さい”第３信号ケーブル２０
３と第４信号ケーブル２０４とが、それぞれ前記第３ランド２１３および第４ランド２１
４に接続される共に軸方向の後方に延出して縦列に配設されるものとする。
【００７０】
　このように、第１信号ケーブル２０１と第２信号ケーブル２０２、および、第３信号ケ
ーブル２０３と第４信号ケーブル２０４は、いずれも軸方向に縦列に配置されることとな
る。
【００７１】
　ここで、第３信号ケーブル２０３と第４信号ケーブル２０４とは、縦列に配設されるこ
とにより、軸方向に垂直な方向に重なるように配置されたとしても、もとより外径が“小
さい”ため、撮像素子３０の軸方向の投影面積内（図９中、２点鎖線で示す仮想線の範囲
内）に収まるが、第１信号ケーブル２０１と第２信号ケーブル２０２とが縦列に配設され
、軸方向に垂直な方向に重なるように配置された場合、共に外径が“大きい”ことから、
上述した撮像素子３０の軸方向の投影面積内に収まることなくはみ出てしまう虞がある。
【００７２】
　このように、第２回路基板５２から軸方向に延出する信号ケーブルの外径と、当該信号
ケーブルが接続される第２回路基板５２上のランド位置との配置関係を考慮しない場合、
上記の場合の如く、信号ケーブルの一部分が撮像素子３０の軸方向の投影面積内に収まり
きらず、撮像ユニットを内視鏡挿入部内に組み付ける際の支障となる虞がある。
【００７３】
　本発明は、上記事情に鑑み上述した如き構成をなし、上記課題を解決するための手段を
提案するものである。
【００７４】
　すなわち本第１の実施形態の回路基板ユニット５０においては、上述したように、まず
、第２回路基板５２に形成した第１ランド群７１（第１Ａランド７１ａおよび第１Ｂラン
ド７１ｂ）を、第２回路基板表面の一側方５３から他側方５４に向けてランド幅が太い順
に列状に配設すると共に、第２ランド群７２（第２Ａランド７２ａおよび第２Ｂランド７
２ｂ）を、前記第２回路基板表面の一側方５３から他側方５４に向けてランド幅が細い順
に列状に配設する。
【００７５】
　また、第１信号ケーブル群６１（第１Ａ信号ケーブル６１ａおよび第１Ｂ信号ケーブル
６１ｂ）を、前記第２回路基板表面の一側方５３から他側方５４に向けて外径が大きい順
に配置すると共に前記第１ランド群７１（第１Ａランド７１ａおよび第１Ｂランド７１ｂ
）にそれぞれ接続して前記軸方向の後方に向けて延出し、さらに、第２信号ケーブル群６
２（第２Ａ信号ケーブル６２ａおよび第２Ｂ信号ケーブル６２ｂ）を、前記第２回路基板
表面の一側方５３から他側方５４に向けて外径が小さい順に配置すると共に前記第２ラン
ド群７２（第２Ａランド７２ａおよび第２Ｂランド７２ｂ）にそれぞれ接続して前記軸方
向の後方に向けて延出する。
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【００７６】
　このように本第１の実施形態においては、前列側のランド幅の“太い”ランドの後列側
には、ランド幅の“細い”ランドが配置されると共に、後列側のランド幅の“太い”ラン
ドの前列側には、ランド幅の“細い”ランドが配置されることにより、前列側から延出す
る外径の“大きい”信号ケーブルの後列側には、必ず外径の“小さい”信号ケーブルが配
置され、また、後列側の外径の“大きい”信号ケーブルの前列側には、必ず外径の“小さ
い”信号ケーブルが配置されることとなる。
【００７７】
　これにより、本第１の実施形態においては、外径の“大きい”信号ケーブルが軸方向に
縦列して配置されることがなく、したがって、たとえ前列側から延出する信号ケーブル（
例えば、第１Ａ信号ケーブル６１ａ）と後列側から延出する信号ケーブル（例えば、第２
Ａ信号ケーブル６２ａ）とがその外皮部において垂直方向に重なったとしても、図３に示
す撮像素子３０の軸方向の投影面積内（図３中、２点鎖線で示す仮想線の範囲内）に収ま
ることとなり、撮像ユニットを内視鏡挿入部に組み付ける際にも支障となることがないと
いう効果を奏する。
【００７８】
　＜本実施形態の回路基板ユニットにおける裏面の構成＞
　上述したように、本第１の実施形態の回路基板ユニット５０は、前記撮像素子３０を実
装可能とする第１回路基板５１および第２回路基板５２の２つの回路基板と、第２回路基
板５２に形成された第１ランド群７１および第２ランド群７２と、前記第１ランド群７１
および前記第２ランド群７２のそれぞれのランド群を構成する複数のランドにそれぞれ半
田接続される第１信号ケーブル群６１および第２信号ケーブル群６２と、により構成され
るが、上記各構成要素のうち、第１ランド群７１および第２ランド群７２と、第１信号ケ
ーブル群６１および第２信号ケーブル群６２とは、いずれも第２回路基板５２の基板表面
５２ａ上または基板表面近傍に配設される。
【００７９】
　ここで本実施形態の回路基板ユニット５０は、前記第２回路基板５２の裏面側にも上記
同様のランド群および信号ケーブル群を配設する。
【００８０】
　図６は、第１の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成について回路基板ユニッ
トの裏面側を示した要部拡大図である。
【００８１】
　図６に示すように、第２回路基板５２の基板裏面５２ｂ上には、基板表面５２ａ上に形
成された前記第１ランド群７１および第２ランド群７２と同様の第３ランド群１７１およ
び第４ランド群１７２が形成されている。
【００８２】
　第３ランド群１７１は、前記第１ランド群７１と同様に、ランド幅の太さがそれぞれ異
なる複数のランドにより構成される。そして第３ランド群１７１を構成する複数のランド
は、いずれも前記第２回路基板５２の基板裏面５２ｂ上における、先端面側（挿入部２の
前方側）の領域において、前記基端側後方に向けて延出する方向を軸方向とする際に当該
軸方向に対して直交する幅方向に向けて列設される。
【００８３】
　具体的に第３ランド群１７１を構成する複数のランドは、図６に示すように、相対的に
ランド幅が細い第３Ａランド１７１ａと、ランド幅が太い第３Ｂランド１７１ｂと、で構
成される。
【００８４】
　なお、図６において、括弧書きの符号１７１は、第３ランド群１７１を示し、符号１７
１ａは、第３ランド群１７１を構成する前記第３Ａランド１７１ａを示し、符号１７１ｂ
は、同じく第３ランド群１７１を構成する前記第３Ｂランド１７１ｂを示すものとする。
【００８５】
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　ここで、上述したように、前記第３Ａランド１７１ａと第３Ｂランド１７１ｂとは、そ
のランド幅が相対的にそれぞれ“細い”、“太い”関係を有しており、図６に示すように
、第２回路基板５２の基板裏面５２ｂ上において、一側方５３から他側方５４に向けて、
細いランド幅の第３Ａランド１７１ａ、太いランド幅の第３Ｂランド１７１ｂの順に列設
される。
【００８６】
　すなわち、基板裏面側の前記細いランド幅の第３Ａランド１７１ａは、基板表面側の太
いランド幅の第１Ａランド７１ａの裏面側に配設され、基板裏面側の前記太いランド幅の
第３Ｂランド１７１ｂは、基板表面側の細いランド幅の第１Ｂランド７１ｂの裏面側に配
設されることになる。
【００８７】
　一方、第４ランド群１７２も、前記第２ランド群７２と同様に、ランド幅の太さがそれ
ぞれ異なる複数のランドにより構成される。そして、第４ランド群１７２を構成する複数
のランドは、前記第２回路基板５２の基板裏面５２ｂ上における、前記第３ランド群１７
１の後列側の領域において、前記軸方向に対して直交する幅方向に向けて列設される。
【００８８】
　より具体的に第４ランド群１７２を構成する複数のランドは、図６に示すように、相対
的にランド幅が太い第４Ａランド１７２ａと、ランド幅が細い第４Ｂランド１７２ｂと、
で構成される。
【００８９】
　なお、上記同様に、図６において、括弧書きの符号１７２は、第４ランド群１７２を示
し、符号１７２ａは、第４ランド群１７２を構成する前記第４Ａランド１７２ａを示し、
符号１７２ｂは、同じく第４ランド群１７２を構成する前記第４Ｂランド１７２ｂを示す
ものとする。
【００９０】
　ここで、上述したように、前記第４Ａランド１７２ａと第４Ｂランド１７２ｂとは、そ
のランド幅が相対的にそれぞれ“太い”、“細い”関係を有しており、図６に示すように
、第２回路基板５２の基板裏面５２ｂ上において、一側方５３から他側方５４に向けて、
太いランド幅の第４Ａランド１７２ａ、細いランド幅の第４Ｂランド１７２ｂの順に列設
される。
【００９１】
　すなわち、基板裏面側の前記太いランド幅の第４Ａランド１７２ａは、基板表面側の細
いランド幅の第２Ａランド７２ａの裏面側に配設され、基板裏面側の前記細いランド幅の
第４Ｂランド１７２ｂは、基板表面側の太いランド幅の第２Ｂランド７２ｂの裏面側に配
設されることになる。
【００９２】
　第３信号ケーブル群１６１は、前記第１信号ケーブル群６１と同様に、外径の大きさが
異なる複数の信号ケーブルにより構成される。そして第３信号ケーブル群１６１を構成す
る複数の信号ケーブルは、前記第３ランド群１７１における複数のランドにそれぞれ半田
接続されるようになっている。
【００９３】
　具体的に第３信号ケーブル群１６１における複数の信号ケーブルは、第２回路基板５２
の基板裏面５２ｂ上の一側方５３から他側方５４に向けて外径が細い順に配置され、かつ
、前記基板裏面５２ｂ上の一側方５３から他側方５４に向けてランド幅が細い順に列設さ
れた第３ランド群１７１における対向するランドにそれぞれ接続され、前記軸方向の後方
に向けて延出する。
【００９４】
　より具体的には、図６に示すように、第３ランド群１７１における第３Ａランド１７１
ａには、第３信号ケーブル群１６１を構成する第３Ａ信号ケーブル１６１ａにおける導電
線（芯線１６３ａ）が半田接続され、第３ランド群１７１における第３Ｂランド１７１ｂ
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には、第３信号ケーブル群１６１を構成する第３Ｂ信号ケーブル１６１ｂにおける導電線
（芯線１６３ｂ）が半田接続されるようになっている。
【００９５】
　なお、図６において、上記同様、括弧書きの符号１６１は、第３信号ケーブル群１６１
を示し、符号１６１ａは、第３信号ケーブル群１６１を構成する前記第３Ａ信号ケーブル
１６１ａを示し、符号１６１ｂは、同じく第３信号ケーブル群１６１を構成する前記第３
Ｂ信号ケーブル１６１ｂを示すものとする。
【００９６】
　ここで、上述したように、前記第３Ａ信号ケーブル１６１ａと第３Ｂ信号ケーブル１６
１ｂとは、そのケーブル外径が相対的にそれぞれ“小さい”、“大きい”関係を有してい
る。そして図６に示すように、前記第３Ａ信号ケーブル１６１ａは前記細いランド幅の第
３Ａランド１７１ａに、前記第３Ｂ信号ケーブル１６１ｂは前記太いランド幅の第３Ｂラ
ンド１７１ｂに対して、それぞれの導電線（芯線１６３ａ、芯線１６３ｂ）が半田接続さ
れるようになっている。
【００９７】
　第４信号ケーブル群１６２は、第２信号ケーブル群６２と同様に、外径の大きさが異な
る複数の信号ケーブルにより構成される。そして第４信号ケーブル群１６２を構成する複
数の信号ケーブルは、前記第４ランド群１７２における複数のランドにそれぞれ半田接続
されるようになっている。
【００９８】
　具体的に第４信号ケーブル群１６２における複数の信号ケーブルは、第２回路基板５２
の基板裏面５２ｂ上の一側方５３から他側方５４に向けて外径が大きい順に配置され、か
つ、前記基板裏面５２ｂ上の一側方５３から他側方５４に向けてランド幅が太い順に列設
された第４ランド群１７２における対向するランドにそれぞれ接続され、前記軸方向の後
方に向けて延出する。
【００９９】
　より具体的には、図６に示すように、第４ランド群１７２における第４Ａランド１７２
ａには、第４信号ケーブル群１６２を構成する第４Ａ信号ケーブル１６２ａにおける導電
線（芯線１６４ａ）が半田接続され、第４ランド群１７２における第４Ｂランド１７２ｂ
には、第４信号ケーブル群１６２を構成する第４Ｂ信号ケーブル１６２ｂにおける導電線
（芯線１６４ｂ）が半田接続されるようになっている。
【０１００】
　なお、図６において、括弧書きの符号１６２は、第４信号ケーブル群１６２を示し、符
号１６２ａは、第４信号ケーブル群１６２を構成する前記第４Ａ信号ケーブル１６２ａを
示し、符号１６２ｂは、同じく第４信号ケーブル群１６２を構成する前記第４Ｂ信号ケー
ブル１６２ｂを示すものとする。
【０１０１】
　ここで、上述したように、前記第４Ａ信号ケーブル１６２ａと第４Ｂ信号ケーブル１６
２ｂとは、そのケーブル外径が相対的にそれぞれ“大きい”、“小さい”関係を有してい
る。そして図６に示すように、前記第４Ａ信号ケーブル１６２ａは前記太いランド幅の第
４Ａランド１７２ａに、前記第４Ｂ信号ケーブル１６２ｂは前記細いランド幅の第４Ｂラ
ンド１７２ｂに対して、それぞれの導電線（芯線１６４ａ、芯線１６４ｂ）が半田接続さ
れるようになっている。
【０１０２】
　なお、前記第３信号ケーブル群１６１（第３Ａ信号ケーブル１６１ａおよび第３Ｂ信号
ケーブル１６１ｂ）並びに第４信号ケーブル群１６２（第４Ａ信号ケーブル１６２ａおよ
び第４Ｂ信号ケーブル１６２ｂ）は、第１信号ケーブル群６１および第２信号ケーブル群
６２と同様に、いずれも前記集合信号ケーブル８０に内設されるようになっている。
【０１０３】
　次に、本実施形態における前記信号ケーブル群の構成について詳細に説明する。
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【０１０４】
　図７は、第１の実施形態に係る内視鏡における回路基板ユニットに適用する集合信号ケ
ーブルの一断面を示した断面図である。
【０１０５】
　上述したように、回路基板ユニット５０の後方には、前記第１信号ケーブル群６１（第
１Ａ信号ケーブル６１ａおよび第１Ｂ信号ケーブル６１ｂ）、第２信号ケーブル群６２（
第２Ａ信号ケーブル６２ａおよび第２Ｂ信号ケーブル６２ｂ）、第３信号ケーブル群１６
１（第３Ａ信号ケーブル１６１ａおよび第３Ｂ信号ケーブル１６１ｂ）並びに第４信号ケ
ーブル群１６２（第４Ａ信号ケーブル１６２ａおよび第４Ｂ信号ケーブル１６２ｂ）を内
設する集合信号ケーブル８０が配設される。
【０１０６】
　図７に示すように、当該集合信号ケーブル８０の中心部には、例えば綿糸等により構成
された介在物８１が配設されており、前記各信号ケーブルはこの介在物８１の周りに配設
されるようになっている。
【０１０７】
　本実施形態において、上述した相対的に外径が“大きい” 信号ケーブルである第１Ａ
信号ケーブル６１ａおよび第２Ｂ信号ケーブル６２ｂ（以上、基板表面５２ａ側）並びに
第３Ｂ信号ケーブル１６１ｂおよび第４Ａ信号ケーブル１６２ａ（以上、基板裏面５２ｂ
側）は、いずれも電力を伝送する電力線を想定し、それぞれ太径の芯線を外皮部が覆う構
成をなしている。
【０１０８】
　そして、第１Ａ信号ケーブル６１ａと第２Ｂ信号ケーブル６２ｂ（以上、基板表面５２
ａ側）、および、第４Ａ信号ケーブル１６２ａと第３Ｂ信号ケーブル１６１ｂ（以上、基
板裏面５２ｂ側）は、それぞれ断面中心線に線対称になるように隣接して配置されている
。なお、図７中、向かって右側が前記第２回路基板５２の一側方５３に対応し、左側が同
第２回路基板５２の他側方５４に対応する。
【０１０９】
　一方、本実施形態において相対的に“小さい”信号ケーブルである、第２Ａ信号ケーブ
ル６２ａおよび第１Ｂ信号ケーブル６１ｂ（以上、基板表面５２ａ側）並びに第３Ａ信号
ケーブル１６１ａおよび第４Ｂ信号ケーブル１６２ｂ（以上、基板裏面５２ｂ側）は、い
ずれも小電力の信号伝送線を想定し、それぞれシールド層を有した同軸ケーブル構造をな
している。
【０１１０】
　また、本実施形態においては、基板表面５２ａ側の前記第２Ａ信号ケーブル６２ａと基
板裏面５２ｂ側の前記第３Ａ信号ケーブル１６１ａ、および、基板表面５２ａ側の前記第
１Ｂ信号ケーブル６１ｂと基板裏面５２ｂ側の前記第４Ｂ信号ケーブル１６２ｂは、それ
ぞれ撚られた、いわゆるツイストペア構造をなしている。
【０１１１】
　図７中、２点鎖線で示す仮想線は、その撚線構造の仮想外径を示すものであり、これら
２組のツイストペアは、前記介在物８１を介して、断面中心線に線対称になるように配置
されている。
【０１１２】
　なお、本実施形態においては、上述したように第２Ａ信号ケーブル６２ａと第３Ａ信号
ケーブル１６１ａ、および、第１Ｂ信号ケーブル６１ｂと第４Ｂ信号ケーブル１６２ｂが
ツイストペア構造をなすものとしたが、図８に示す変形例の集合信号ケーブル８０Ａのよ
うに、これら第２Ａ信号ケーブル６２ａと第３Ａ信号ケーブル１６１ａ、および、第１Ｂ
信号ケーブル６１ｂと第４Ｂ信号ケーブル１６２ｂがツイストペア構造を採らず、それぞ
れ単線構造とし、前記介在物８１よりやや太径の介在物８２を介して、断面中心線に線対
称になるように配置されてもよい。
【０１１３】
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　＜第２の実施形態＞
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。
【０１１４】
　図１０は、本発明の第２の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成について回路
基板ユニットの表面側を示した要部拡大図である。
【０１１５】
　なお、ここでは第１の実施形態との差異のみの説明にとどめ、第１の実施形態と同様な
構成についての詳細の説明は省略する。
【０１１６】
　第１の実施形態の回路基板ユニット５０においては、第２回路基板５２の基板表面上に
おける前列側の領域（第２回路基板５２の先端面側（挿入部２の前方側）の領域）に配設
された第１ランド群７１と、後列側の領域に配設された第２ランド群７２とのいずれのラ
ンド群に対しても、それぞれのランドには信号ケーブルが半田接続され、軸方向の後方に
向けて延出するように構成されたことを特徴とする。
【０１１７】
　これに対して本第２の実施形態の回路基板ユニットにおいては、第２回路基板５２にお
ける前列側の領域（第２回路基板５２の先端面側（挿入部２の前方側）の領域）に配設さ
れたランド群には、第１の実施形態と同様な大小関係を有する信号ケーブルが接続され軸
方向の後方に向けて延出する一方で、後列側の領域に配設されたランド群には、互いに垂
直方向の大きさが異なる電子部品が半田接続されて構成されることを特徴とする。
【０１１８】
　すなわち、図１０に示すように、第２回路基板５２の基板表面上の前列側には、第１の
実施形態における第１ランド群７１（第１Ａランド７１ａおよび第１Ｂランド７１ｂ）と
同様なランド幅関係および配置関係を有する第１ランド群２７１（第１Ａランド２７１ａ
および第１Ｂランド２７１ｂ）が配設される。
【０１１９】
　また、これら第１Ａランド２７１ａおよび第１Ｂランド２７１ｂには、それぞれ、第１
の実施形態における第１信号ケーブル群６１と同様な外径の大小関係および配置関係を有
する第１信号ケーブル群２６１（第１Ａ信号ケーブル２６１ａおよび第１Ｂ信号ケーブル
２６１ｂ）が半田接続され、軸方向後方に延出されるようになっている。
【０１２０】
　さらに、第２回路基板５２の基板表面上の後列側には、第１の実施形態における第２ラ
ンド群７２（第２Ａランド７２ａおよび第２Ｂランド７２ｂ）と同様なランド幅関係およ
び配置関係を有する第２ランド群２７２（第２Ａランド２７２ａおよび第２Ｂランド２７
２ｂ）が配設される。
【０１２１】
　そして本第２の実施形態においては、これら後列側の第２ランド群２７２（第２Ａラン
ド２７２ａおよび第２Ｂランド２７２ｂ）に対して、それぞれ部品Ａ２６２ａおよび部品
Ｂ２６２ｂが半田接続されるようになっている。
【０１２２】
　これら部品Ａ２６２ａおよび部品Ｂ２６２ｂは、例えば、イメージセンサ、トランジス
タ、チップコンデンサ、チップ抵抗またはＩＣ等の電子部品により構成され、本実施形態
においては、軸方向に対する垂直方向の高さが互いに異なる電子部材を想定する。
【０１２３】
　また、本実施形態においてこれら部品Ａ２６２ａおよび部品Ｂ２６２ｂにおける前記垂
直方向の高さは、それぞれ第１の実施形態における第２信号ケーブル群６２に係る外径の
大小関係に対応するものである。
【０１２４】
　＜本第２の実施形態における効果の説明＞
　次に、上述した構成をなす本第２の実施形態の効果について説明する。
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【０１２５】
　上述したように本第２の実施形態の回路基板ユニットにおいては、第１の実施形態と同
様に、第１ランド群２７１（第１Ａランド２７１ａおよび第１Ｂランド２７１ｂ）につい
ては、第２回路基板表面の一側方から他側方に向けてランド幅が太い順に列状に配設する
と共に、第２ランド群２７２（第２Ａランド２７２ａおよび第２Ｂランド２７２ｂ）につ
いては、前記第２回路基板表面の一側方から他側方に向けてランド幅が細い順に列状に配
設する。
【０１２６】
　また、第１信号ケーブル群２６１（第１Ａ信号ケーブル２６１ａおよび第１Ｂ信号ケー
ブル２６１ｂ）については、第１の実施形態と同様に、前記第２回路基板表面の一側方か
ら他側方に向けて外径が大きい順に配置すると共に前記第１Ａランド２７１ａおよび第１
Ｂランド２７１ｂにそれぞれ接続して前記軸方向の後方に向けて延出する。
【０１２７】
　そして、部品Ａ２６２ａおよび部品Ｂ２６２ｂを、前記第２回路基板表面の一側方から
他側方に向けて垂直方向の高さが小さい順に配置すると共に前記第２Ａランド２７２ａお
よび第２Ｂランド２７２ｂにそれぞれ半田接続する。
【０１２８】
　このように本第２の実施形態においては、前列側のランド幅の“太い”ランドの後列側
には、ランド幅の“細い”ランドが配置されると共に、後列側のランド幅の“太い”ラン
ドの前列側には、ランド幅の“細い”ランドが配置されることにより、前列側から延出す
る外径の“大きい”信号ケーブルの後列側には、必ず高さ方向の大きさが“小さい”電子
部品が配置され、また、後列側の高さ方向の大きさが“大きい”電子部品の前列側には、
必ず外径の“小さい”信号ケーブルが配置されることとなる。
【０１２９】
　これにより、本第２の実施形態においては、外径の“大きい”信号ケーブルと、高さ方
向の大きさが“大きい”電子部品とが縦列して配置されることがない。
【０１３０】
　したがって、前列側から延出する信号ケーブルが外径の“大きい”信号ケーブル（例え
ば、第１Ａ信号ケーブル２６１ａ）であったとしても、後列側に配置される電子部品の高
さ方向の大きさは“小さい”ので、当該信号ケーブルの外皮部が電子部品に対して垂直方
向に重なったとしても、撮像素子３０の軸方向の投影面積内に収まることとなり、撮像ユ
ニットを内視鏡挿入部に組み付ける際に支障となることがない。
【０１３１】
　一方、後列側に配置される電子部品の高さ方向の大きさが“大きい”場合であっても、
前列側から延出される信号ケーブルは外径の“小さい”信号ケーブル（例えば、第１Ｂ信
号ケーブル２６１ｂ）であるため、当該信号ケーブルの外皮部が電子部品に対して垂直方
向に重なったとしても、撮像素子３０の軸方向の投影面積内に収まることとなり、上記同
様に、撮像ユニットを内視鏡挿入部に組み付ける際に支障となることがない。
【０１３２】
　なお、本第２実施形態においては、第２回路基板５２における前列側の領域に配設され
たランド群には信号ケーブルのみが接続され、一方、第２回路基板５２における後列側の
領域に配設されたランド群には互いに垂直方向の大きさが異なる電子部品のみが半田接続
されて構成されるものとしたが、これに限らず、上述した複数のランド群にはそれぞれ、
本発明の技術概念を逸脱しない範囲で、前記信号ケーブルと前記電子部品とが混在して配
置されてもよい。
【０１３３】
　＜第３の実施形態＞
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。
【０１３４】
　図１１は、本発明の第３の実施形態に係る内視鏡における撮像装置の構成について一部
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【０１３５】
　なお、ここでは第１の実施形態との差異のみの説明にとどめ、第１の実施形態と同様な
構成についての詳細の説明は省略する。
【０１３６】
　第１の実施形態においては、第１回路基板５１は挿入部２の前方（撮像装置２５の前方
）を臨む表面に前記撮像素子３０を実装して構成され、すなわち、第２回路基板５２に上
述した信号ケーブル（第１信号ケーブル群６１、第２信号ケーブル群６２）を半田接続す
る際には、撮像素子３０は第１回路基板５１に実装された状態となっていた（図３等参照
）。
【０１３７】
　これに対して本第３の実施形態は、図１１に示すように、第２回路基板５２に上述した
信号ケーブル（第１信号ケーブル群６１、第２信号ケーブル群６２）を半田接続する際に
は、撮像素子３０は第１回路基板５１に対して分離された状態に維持され、当該半田接続
工程の後に第１回路基板５１に対して実装するようにしたことを特徴とする。
【０１３８】
　その他の構成については第１の実施形態と同様であるので、ここでの説明については省
略するが、本第３の実施形態においても、第１の実施形態と同様の効果を奏することは言
うまでもない。
【０１３９】
　なお、本発明は、以上説明した各実施形態に限定されることなく、本発明の要旨を変え
ない範囲において種々の変形や変更が可能であり、それらも本発明の技術的範囲内である
。
【符号の説明】
【０１４０】
１：内視鏡
２：挿入部
２０：撮像ユニット
２５：撮像素子
３０：撮像素子
５０：回路基板ユニット
５１：第１回路基板
５２：第２回路基板
５２ａ：基板表面
５３：一側方
５４：他側方
６１：第１信号ケーブル群
６１ａ：第１Ａ信号ケーブル
６１ｂ：第１Ｂ信号ケーブル
６２：第２信号ケーブル群
６２ａ：第２Ａ信号ケーブル
６２ｂ：第２Ｂ信号ケーブル
７１：第１ランド群
７１ａ：第１Ａランド
７１ｂ：第１Ｂランド
７２：第２ランド群
７２ａ：第２Ａランド
７２ｂ：第２Ｂランド
８０：集合信号ケーブル
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